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された。米国 NGO の The Nature Conservancy らは、化石燃料から植物起源バイオ燃料への代替によっ
て温室効果ガス排出量が削減する一方、ブラジルのサバンナ開墾で17 倍、インドネシアなどの泥炭地開墾
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温室効果ガス増加影響について、米国でバイオ燃料
を製造する場合に焦点を当て、ライフサイクル解析
を実施したものである2）。これによると、とうもろ
こしからバイオエタノールを生産し自動車用燃料と
して使用した場合、温室効果ガスは化石燃料に対
して 20% 削減するが、その際に土地開墾を伴うと、
温室効果ガス排出は 93% の増加に転じる。また、
バイオエタノール増産のための切り札と目されてい
るセルロース・バイオマスについても言及しており、
スイッチグラス（イネ科）などからバイオエタノー
ルを生産・使用した場合の温室効果ガス排出は化石
燃料に対して 70% 削減するが、土地開墾を伴うと、
温室効果ガス排出は 50% 増加してしまう、と記さ
れている。
　これらは、バイオ燃料生産時に土地開墾を伴う場
合、化石燃料を生産・使用するよりも、むしろ温室
効果ガス排出量を増加させてしまう可能性を示した
試算結果である。炭素保有としての作物・森林や土
壌の評価、およびバイオ燃料に関するライフサイク
ルでの持続性評価について、より詳細な検討が必要
であることが改めて示唆されたと言える。これらは、
EU・米国でスタートしているバイオ燃料に関する
持続性評価に資する結果でもあるが、今後、その評
価方法を迅速に策定することが求められる。
